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D1　桜田京子

文法指導の必要性とその効果
高等学校の現行カリキュラム（1990年施行）では、文法指導は科目として認められていない。しかし、多くの学校では副教材として文法のテキストを購入し、文法の授業が行われている。これは、英語の授業時間数がOCの導入によって減ってしまったために、従来は英語Ⅰ・Ⅱで扱っていたような文法事項を教える時間がないこと、高校時代（それも初期に）に体系的な文法指導が必要だと思われていることなどが原因である。 今回、1年間（1999.4～2000.3）に渡って、高校2年生を対象に文法の授業を受けた生徒と受けていない生徒に同じ文法テストを実施し、文法の授業そのものがテストの結果に現われるかどうかを調査した。

先行研究 

  Ellis, R. (1985)       form-focused instruction

  Long, M. (1983)      a review of 11 research 

Bialystok, E. (1982)  explicit / implicit knowledge

仮説 

　文法指導を受けた生徒は授業時間数が多いため、授業時間数の少ない生徒よりも熟達度テストや到達度テストでは高得点をとる者が多い。

調査方法
　＊県立S高校カリキュラム

　　１学年　英語Ⅰ（必修４単位）、OCA（必修２単位）

　　２学年　英語Ⅱ（必修４単位）、OCA（OCG）（選択２単位）
　　３学年　リーディング（必修３単位）、ライティング（選択２単位）、

OCB（選択２単位）

＊ OCA選択者171名、選択しなかった者63名

· 熟達度テストは4月と11月に行われた県下一斉テストを利用

· 到達度テストは、各学期（3学期）の期末テスト後に選択OCAで教えられた文法事項で英語Ⅱの教科書に出てきたものを選択問題にし実施

· 質的分析のためのアンケートを実施

結果分析

4月 ―　OCA選択者と非選択者有意差あり (t=-1.82, CV=1.66, **p<0.05)

1学期末―テスト内容（5文型）有意差なし
11月―　OCA選択者と非選択者有意差なし
2学期末―テスト内容（助動詞、不定詞、分詞、動名詞）有意差なし
3学期末―テスト内容（関係詞、受動態、助動詞、仮定法）有意差なし
＊OCA選択者と非選択者間の有意差が認められたのは4月のみ

＊4月→11月の成績の変化は認められた（学力低下？）

＊文法知識は選択OCAで身に付けたと答えた生徒（3学期）97名/171名

＊現時点で身についている文法事項の推移（1学期末→3学期末）

	
	文型
	時制
	進行形
	完了形
	受動態
	助動詞
	不定詞

	1学期末
	35
	99
	114
	38
	47
	23
	35

	3学期末
	72
	100
	117
	42
	73
	45
	40

	
	分詞
	動名詞
	比較
	関係詞
	仮定法
	時制の一致
	話法

	1学期末
	23
	19
	53
	23
	12
	14
	15

	3学期末
	38
	37
	77
	54
	40
	19
	8


　　　　Cf.　部分否定　9→6　　（下線部は授業で未履修）

結論
＊文法の授業の有効性は今回の研究では確認できなかった。

今後の課題
＊文法の扱い方、カリキュラムへの取り入れ方の研究が必要である。
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